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後期が始まります 

 校長 須 藤 克 志 

 

   今年度も半年が過ぎました。９月には北海道

に緊急事態宣言が発出され、予定されていた学校

の活動が延期や自粛となりました。いったいいつ

になれば・・・と考えていても始まりません。ま

だ気が抜けない日々も続きますが、後期は気持ち

を新たにして、今できる事、やらなければならな

い事に全力で取り組んで欲しいと思います。特に

３年生は進路活動がんばれ！ 

 さて今年の夏はオリンピック・パラリンピック

が世界のコロナ禍の中開催されました。連日のテ

レビでの観戦、本当に興奮と感動に溢れていまし

たね。その中でも、私は今まであまり興味がなか

ったパラリンピックに熱中しました。特に車椅子

ラグビーと競泳はテレビに釘付けになって応援し

ていました。そこには、障害があるないは関係な

く、ひとりのアスリートとして勝利に向かう姿が

あり、今まで障害を持った選手をかわいそうだと

いう目で見ていた自分を本当に恥じました。パラ

リンピックの意義は、様々な障がいのあるアスリ

ートたちが、個性や能力を発揮し活躍できる公正

な機会を与えることにあるそうです。  

「多様性」という言葉に表されるように、世の

中には年齢、性別、障害、国籍、文化などそれぞ

れが持つ様々な価値観が存在します。皆持って産

まれた特性の中で、創意工夫を凝らしながら、一

生懸命生きています。その多様性を認め、差別す

ることなくお互いを認め合うことから、学ぶこと

はたくさんあります。自分の価値観に縛られずに、

謙虚に学ぶ姿勢をいつまでも持ち続けて欲しいと

願っています。 

そう言えば、本校では今年から男女混合名簿が

始まりました。また、体育大会にオリンピック競

技の「ボッチャ」が取り入れられました。そこに 

 

 

どの様なメッセージが込められているかを感じて

欲しいと思います。 

 

コロナウイルス感染拡大防止 

ＰＣＲ検体回収作業！ 
 

９月１日(水)保健所の指導の下、本校では教職

員･生徒全員ＰＣＲ検査を行いました。「検体」を
車で持ってきてもらう「ドライブスルー方式」で

回収しました。苦労の甲斐あって、全員「陰性」

でした。まだまだコロナの影響は続きますが、み

なさん頑張りましょう。 
 

 

 
 



 

本校の卒業生で、現在彫刻家として活躍してい

る渡辺元佳さんを講師に迎えて、現在のお仕事

の様子や、芸術に携わった経緯などをお話しし

てもらいました。普段なかなか接する機会のな

い最先端の芸術家の話を聞くことにより、生徒

諸君はたいへん刺激を受けたようです。  

 

クリエイティブ 
ワーカーミーティング 

緑 高 祭 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みの 7 月 31 日(土)に稀府小学校で本

校生徒が「先生」となって、小学生に学習

会を開きました。生徒も貴重な体験をさせ

ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稀府小学校 
学習ボランティア 
緑 高 祭 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年、伊達緑丘高校と伊達高校統合し、

新設の「伊達開来高校」がスタートしまし

た。本校は新入生が入学せず、「２年生･

３年生」での一年となります。  

 部活動も、３年生が引退すると、２年生

のみの活動となり単独チームで出場できな

くなる部活動がほとんどとなります。  

 新聞記事にある野球部ですが、統合して

部活動初の連合チームとして秋季新人戦に

出場し、初勝利をあげました。  

 チーム唯一の緑丘野球部、中村関汰君

(２年)も活躍をし、新設校を念願の初勝利

に導きました。 

 夏休み直前の 7 月 26 日(月)、本校図書局

の生徒が、室蘭市の児童養護施設に、学校

祭バザーの売上金でお菓子を購入しプレゼ

ントしました。たいへん喜んでいただきま

した。 

 

 

図書局 
わかすぎ学園図書寄贈

ボランティア 
緑 高 祭 

 

伊達緑丘･伊達開来 
初めての連合チーム 

 


